








工事店様へ ●施工前に外観の損傷がないこと、動作に問題がないことを確認してください。
●施工中に製品が損傷しないように十分な養生を行ってください。
●施工が原因で発生した損傷や故障については当社では責任を負いかねます。

施工の前にこの「施工説明書」を
よくお読みの上、正しく施工してください。

●説明を無視した使用方法によって生じる〈危険や損害の程度〉を次の表示で区分し説明しています。

●お守りいただく〈内容の種類〉を次の絵表示で区分し説明しています。(下記は絵表示の一例です。)

●分解・改造は絶対にしないでください。
●インパクトドライバーを使用しないでください。

●通行の妨げとなる場所、極端に高い所には設置しないでください。
けがの発生や事故の恐れがあります。

●本体に重い物を乗せたり、寄りかかったりしないでください。
●ホース、高圧洗浄機による直接の水洗いはしないでください。故障の原因となります。

●扉の開閉スペースが確保できる場所に設置してください。
荷物を取り出す際、サイズによって扉を製品設定の全開角度にしないと取り出せない場合があります。

　設置の際は扉全開時のスペースをご配慮ください。
●本体に「ねじれ」が生じると、扉や錠前の故障の原因となりますので注意してください。
●連結をする際は、連結用シール材とゴムワッシャーを必ずご使用ください。防水性に影響があります。

この表示の欄は「死亡や重大な事故の発生が想定される」内容です。

この表示の欄は「けがや物的損害の発生が想定される」内容です。

このような絵表示はしてはいけない「禁止」の内容です。
このような絵表示は必ず実行していただく「強制」の内容です。

警告
注意

安全上のご注意 ご利用の方や他者への危険・損害を防止するための重要な内容ですので必ずお守りください。

施工の際にインパクトドライバーを使用しないでください。
取付工事には保護用手袋を着用して作業してください。
重量物のため、取付時は必要に応じて2人以上で作業をしてください。
扉を持ちながら運ばないでください。故障の原因になります。
扉を下にして運ばないでください。急に扉が開いて故障やけがの原因になります。

施工上のお願い

製品施工後にタイルの洗浄液や工事による鉄の削屑が付着しないようにご注意ください。
工事によるチリ・ホコリ・洗浄液等が錠前に影響を与え、作動異常を起こしたり、もらいさびを起こす場合があります。
また、表面保護には養生テープではなくマスキングテープをご使用ください。作業後は速やかに取り外してください。

製品に化学薬品（酸・シンナー等）をかけないでください。変形・変色やさび発生等の原因になります。

養生に関するお願い
製品の施工後、内・外装工事を行う際の製品の養生はビニール袋をかぶせるなどの熱がこもる養生はしないでください。
内部が高温になり樹脂部品の変形につながります。
施工に養生が必要な場合は、梱包に使われていた段ボールをご使用ください。
内・外装工事の終了後は、養生を速やかに外してください。
雨天時、養生の段ボールが雨にぬれて製品に張り付き、塗装面の品質低下を招く恐れがあります。

●施工は、施工説明書に従い、確実に行ってください。落下によるけがの恐れがあります。
●本体は十分強度のあるところにしっかり取り付けてください。転倒によりけがをする恐れがあります。
●ねじ類の締め忘れにご注意ください。
●水平な床面へ設置してください。

施工説明書 KS-TL07宅配ボックス
前入前出 /機械式・防水タイプ /ポスト組合せ

凹凸面や急な傾斜等への設置は故障やけがの原因となります。



付属品 以下の部品がそろっているかご確認ください。

外観寸法・各部の名称

各製品1台につき下記付属品が同梱されております。必ず数量をご確認ください。

六角ボルトM4×8
十字穴付フランジ付
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２



高さ1650mmを超える施工は
おやめください。
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・必ず1台は捺印ありユニットを使用してください。
・ポストの単体施工はおやめください。
・幅木を使用せずに宅配を施工しないでください。

ユニット完成イメージ（参考）

ユニット一覧

ユニット名 01ユニット 02ユニット

捺印あり

捺印なし

ポスト

2戸用 3戸用

3列用

2列用

幅木

宅配ボックス

外観

03ユニット 04ユニット
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○
○ ○
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4戸用 12戸用 15戸用
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施工方法 以下の手順にしたがって施工してください。

錠前のツマミを左に回したまま扉を引いて開きます。

宅配ボックス部（プッシュボタン錠）

プラスドライバー
水平器

取付位置にマーキングをする
幅木のアンカー取付穴の位置4か所にマーキングをします。
※宅配本体の後方が幅木より2mm飛び出すため、それを考慮して位置決めを行ってください。
※施工場所は平らで滑らかな床面を選んでください。

取付位置に下穴を空ける
でマーキングした位置に

アンカー取付穴

430

26
0 アンカー取付穴

715
26
0

宅配本体

幅木

2

アンカー取付穴

430
260

アンカー取付穴

715

260

水平を出す
施工位置に幅木を置き、プラスドライバーで
アジャスターを調整して水平を出します。
※水平器を使用して調整してください。

アジャスターの調整
・右回し→上がる
・左回し→下がる

下穴を開けます。

2列用 3列用

2列用 3列用
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ポンチ等

ハンマー
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施工方法 以下の手順にしたがって施工してください。

アンカーで地面に固定する。
アンカーボルトを下穴に打ち込んでください。
ナットを締めて幅木を固定します。
※アンカーボルトは施工者様にてご用意ください。

連結用ノックアウトパンチを打ち抜く

下図を参考に、ポンチ等を使用して連結面のノックアウトパンチを打ち抜きます。
※打ち抜いた後のごみは必ず取り除いてください。

5

必ずユニットの配置を確認してから、連結面のノックアウトを打ち抜いてください。
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ポスト天面

宅配ボックス
W285 天面

177.5 205

60
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0

ポスト側面

宅配ボックス
W570 天面

宅配ボックス
側面

※( )寸法は02・04ユニット寸法
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01ユニット・03ユニットの場合
余った部分はカットする

施工方法 以下の手順にしたがって施工してください。

連結用シール材を貼り付ける
連結用シール材をユニット連結面に貼り付けます。
※ユニット間に1本貼り付け。

宅配ボックスと幅木を仮止めする
トラスねじM4×8を使用して宅配ボックスと
幅木を仮止めします（1台につき4か所）。
※ねじの本締めは　  で行います。

宅配ボックスどうしを連結する
付属のトラスねじM4×8 と袋ナット、
ゴムワッシャー (2枚)で宅配ボックス
どうしを連結します（１面あたり4か所）。
ゴムワッシャーは防水のため、必ず1か所
につき 2枚取り付けてください。

6

7

8

10

トラスねじ (M4×8)

ゴムワッシャー（奥のボックス側）

ゴムワッシャー（手前のボックス側）

袋ナット

連結穴

背面からはみ出さないよう
貼り付ける

宅配ボックス
連結用シール材

ポスト連結用
シール材
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施工方法 以下の手順にしたがって施工してください。

宅配ボックスとポストを連結する
宅配ボックスの内側から、十字穴付フランジ付六角ボルトと
ゴムワッシャーで宅配ボックスとポストを連結します。
※浸水を防ぐため、ゴムワッシャーを必ず使用してください。
※工具を使用してしっかり固定してください。

ポストどうしを連結する
付属のトラスねじ M4×8 と袋ナット、
ゴムワッシャーを用いてポストどうしを
ユニット間で連結します (1面 2 か所 )。
ゴムワッシャーは防水のため、必ず1か所
につき2枚取り付けてください。
連結完了後、扉の作動に支障がないか確
認してください。

宅配ボックスにスノコを敷く
右図を参考に、宅配ボックス内に
スノコを敷いてください。
切り欠きが入っている側が手前です。
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11

宅配ボックスの内側から
（下から上に向かって）
ボルトを締めてください。 ゴムワッシャー

十字穴付フランジ付
六角ボルト

スノコ

切り欠き

最後に手順　 で使用した
ねじを本締めしてください。

7

トラスねじ (M4×8)

ゴムワッシャー（奥のボックス側）

ゴムワッシャー（手前のボックス側）

袋ナット

連結穴
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TL07-003-01_2025.05

ボックス番号シールの貼付方法

扉の調整方法

錠前の蓋の左下に貼り、
数字を上からしっかりこすります。

台紙をゆっくり剥がします。
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